
全
国
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会

（
ｊ
Ｗ
Ｂ
Ａ
）
と
全
国
防
草
カ

ッ
タ
ー
工
業
会
（
ｊ
Ｗ
Ｃ
Ａ
）

は
６
月
３
日
、
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ

シ
テ
ィ
仙
台
（
宮
城
県
仙
台
市
）

で
合
併
総
会
を
開
催
し
た
。
昨

年
度
、
両
総
会
で
合
併
を
承
認

し
て
か
ら
初
め
て
の
開
催
で
、

工
業
会
の
名
称
を
全
国
防
草
ブ

ロ
ッ
ク
工
業
会
と
し
、
会
長
に

は
ｊ
Ｗ
Ｂ
Ａ
の
舟
田
詔
文
氏
、

副
会
長
に
ｊ
Ｗ
Ｃ
Ａ
後
藤
茂
行

氏
、
ｊ
Ｗ
Ｂ
Ａ
川
中
洋
太
郎
氏

を
選
任
し
た
。

総
会
の
開
催
に
あ
た
り
ｊ
Ｗ

Ｂ
Ａ
の
舟
田
詔
文
会
長
と
、
ｊ

Ｗ
Ｃ
Ａ
の
後
藤
茂
行
会
長
が
揃

っ
て
挨
拶
。
舟
田
会
長
は
「
昨

年
の
総
会
で
合
併
を
決
議
し
て

以
降
、
両
工
業
会
に
よ
る
合
同

理
事
会
を
開
催
し
、
組
織
体
制

や
規
約
の
整
備
に
つ
い
て
慎
重

に
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
ま
た
、

両
事
務
局
が
連
携
し
て
合
併
に

向
け
た
準
備
を
進
め
本
日
、
新

た
な
工
業
会
と
し
て
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
、
大
変
喜

ん
で
い
る
。
２
つ
の
組
織
が
合

流
し
て
、
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の
製

造
・
販
売
と
防
草
カ
ッ
タ
ー
工

法
の
施
工
を
広
範
囲
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
会
員
社
の
地
位
向

上
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
加

速
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い

る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
業
界

は
、
人
手
不
足
や
資
材
価
格
・

運
賃
の
高
騰
な
ど
様
々
な
課
題

に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
近
年

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｃ
Ｎ
と
い

っ
た
環
境
対
応
が
、
新
た
な
社

会
的
要
請
と
し
て
浮
上
し
て
い

る
。
私
た
ち
の
２
つ
の
防
草
技

術
が
、
会
員
企
業
の
事
業
展
開

に
と
っ
て
少
し
で
も
力
と
な

り
、
ひ
い
て
は
持
続
的
な
発
展

に
つ
な
が
る
よ
う
、
工
業
会
と

し
て
も
引
き
続
き
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。
新
た
な
工

業
会
の
歩
み
を
、
力
強
く
、
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
会
員

各
社
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

後
藤
会
長
は
「
２
つ
の
工
業

会
が
合
併
し
て
、
多
く
の
会
員

社
が
集
う
新
し
い
工
業
会
が
本

日
、
発
足
す
る
。
２
つ
の
技
術

を
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
に
利
用
し

て
も
ら
い
、
当
工
業
会
が
更
な

る
発
展
を
果
た
す
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
公
共
事
業
は
減
少

基
調
に
あ
る
が
、
新
設
と
既
設

の
両
方
の
道
路
で
、
防
草
対
策

の
提
案
が
で
き
る
体
制
が
出
来

上
が
っ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

当
工
業
会
の
活
動
を
通
じ
て
、

全
て
の
会
員
社
が
し
っ
か
り
と

利
益
が
出
せ
る
よ
う
な
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

工
業
会
顧
問
で
宇
都
宮
大
学

雑
草
管
理
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

の
西
尾
孝
佳
准
教
授
は
、
「
防

草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会
と
カ
ッ
タ

ー
工
業
会
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

節
目
の
総
会
を
迎
え
た
こ
と
を

喜
ん
で
い
る
。
昨
年
３
月
に
開

催
さ
れ
た
日
本
雑
草
学
会
の
大

会
で
は
、
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
製
品

を
サ
テ
ラ
イ
ト
企
業
と
し
て
出

展
し
た
。
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
除

草
剤
技
術
が
出
展
の
大
半
を
占

め
る
中
で
、
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
は

雑
草
の
発
生
を
予
防
す
る
考
え

方
に
基
づ
く
技
術
と
し
て
、
多

く
の
関
係
者
の
注
目
を
集
め

た
。大

会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共

催
し
た
那
須
烏
山
市
の
川
俣
純

子
市
長
は
、
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の

技
術
を
知
り
、
都
市
建
設
課
と

技
術
の
調
査
を
始
め
た
と
聞
い

て
い
る
。
今
後
、
新
た
な
展
開

も
期
待
で
き
そ
う
だ
。
那
須
烏

山
市
で
は
夏
に
、
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
山
あ
げ
祭
」
が
開
催
さ

れ
る
が
、
市
街
地
の
道
路
雑
草

対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

工
業
会
の
技
術
を
是
非
、
お
祭

り
対
策
と
し
て
、
見
え
る
部
分

で
展
開
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
５
月
に
は
、
石
橋
林
太

郎
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
と
面

談
し
て
、
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の
技

術
を
紹
介
す
る
機
会
を
得
た
。

防
草
ブ
ロ
ッ
ク
は
多
数
の
表
彰

を
受
賞
し
実
績
も
あ
る
の
で
、

技
術
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う

の
は
問
題
な
い
。
国
土
交
通
省

の
担
当
者
も
多
数
同
席
し
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
防
草
技
術
を

社
会
基
盤
に
浸
透
を
図
る
の

か
、
議
論
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。農

業
を
め
ぐ
る
社
会
問
題
と

し
て
、
コ
メ
不
足
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
の
ひ
と

つ
に
農
業
従
事
者
不
足
が
あ

り
、
雑
草
対
策
も
農
業
離
れ
を

招
く
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
除

草
剤
を
使
う
方
法
も
あ
る
が
、

道
路
雑
草
の
管
理
は
い
ま
だ
に

草
刈
り
が
中
心
だ
。
防
草
ブ
ロ

ッ
ク
工
業
会
の
技
術
が
な
お
一

層
社
会
全
体
に
浸
透
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
両
工
業
会

の
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
会

計
報
告
、
令
和
７
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
を
原
案
通
り
承

認
可
決
。
工
業
会
の
名
称
を
全

国
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会
（
ｊ

Ｗ
Ｂ
Ａ
）
と
し
、
会
長
に
は
舟

田
詔
文
氏
、
副
会
長
に
後
藤
茂

行
氏
と
川
中
洋
太
郎
氏
を
選
任

し
た
。
工
業
会
に
は
防
草
ブ
ロ

ッ
ク
製
品
の
普
及
・
推
進
事
業

を
図
る
「
Ｐ
Ca
部
会（
１３
支
部
）」

と
、
防
草
カ
ッ
タ
ー
工
法
を
担

う
「
施
工
部
会
」
を
配
置
す
る

他
、
広
報
委
員
会
と
営
業
開
発

技
術
委
員
会
を
設
置
。
事
務
局

は
坂
内
セ
メ
ン
ト
工
業
所
本
社

内
に
置
き
、
同
社
に
Ｐ
Ca
部
会

本
部
、
後
藤
商
店
内
に
施
工
部

会
本
部
を
置
く
こ
と
を
決
め

た
。昨

年
度
、
ｊ
Ｗ
Ｂ
Ａ
で
は
、

１２
件
の
展
示
会
・
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
し
た
他
、
一
般
公
募
の「
防

草
ブ
ロ
ッ
ク
穴
埋
め
ク
イ
ズ
」

を
開
催
す
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
を

展
開
。
那
須
烏
山
市
の
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

「
里
地
・
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
も
参
画
し
た
。
ま
た

会
員
社
の
岡
村
建
興
（
神
奈
川

県
）
が
、
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
で「
九

都
県
市
の
き
ら
り
と
光
る
産
業

技
術
」
に
選
ば
れ
た
。

昨
年
度
の
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の

施
工
延
長
は
６９
・
３
km
（
３
８

９
件
）
で
、
累
計
は
８
６
５
km

（
３
８
９
５
件
）
と
な
っ
た
。

同
工
業
会
に
は
新
た
に
、
丸

吉
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
（
山
形

県
）
、
ト
ー
セ
キ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

（
秋
田
県
）、
八
幸
製
作
所
（
栃

木
県
）
、
船
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
（
栃
木
県
）
、
小
倉
セ
メ

ン
ト
製
品
工
業
（
福
岡
県
）
、

バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
（
三
重
県
）
が
入
会
し

た
。
工
業
会
の
合
併
と
新
規
入

会
に
よ
り
、
同
工
業
会
の
会
員

社
は
８５
社
（
Ｐ
Ca
部
会
７５
社
、

施
工
部
会
１０
社
）
と
な
っ
た
。

今
年
度
は
、
製
品
敷
設
延
長

１
０
０
km
、
会
員
社
数
９０
社
を

目
標
に
事
業
を
展
開
。
特
に
施

工
部
会
の
組
織
拡
大
を
目
指

す
。
販
促
活
動
で
は
、
支
部
単

位
で
地
域
展
示
会
へ
の
出
展
を

行
う
な
ど
広
告
宣
伝
活
動
を
行

う
。
５
回
目
と
な
る
一
般
公
募

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
す
る
。

営
業
開
発
技
術
委
員
会
で
は
、

宇
都
宮
大
学
と
の
共
同
研
究
を

続
け
る
。
試
験
管
を
使
っ
た
防

草
ブ
ロ
ッ
ク
の
成
長
抑
制
の
見

え
る
化
試
験
も
計
画
し
て
い

る
。議

案
審
議
の
後
に
は
Ｉ
Ｔ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
タ
ー
テ
ィ

リ
ア
ー
ド
の
氏
家
秀
明
仙
台
支

店
長
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
出

入
り
口
対
策
・
Ｕ
Ｔ
Ｍ
」
と
題

し
て
、
効
率
的
・
包
括
的
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
提
案
。

ま
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

を
手
が
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ

ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ（
Ｂ
Ｐ
Ｔ
、

三
重
県
）
の
北
角
強
社
長
が
登

壇
し
、
「
異
業
種
間
連
携
に
よ

る
地
方
創
生
型
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
新
産
業
の
創
造
」
と

題
し
て
、
林
業
再
生
を
軸
に
し

た
資
源
循
環
モ
デ
ル
の
構
築
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

Ｂ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
建
築
廃
材
や

バ
ー
ク
な
ど
、
こ
れ
ま
で
未
利

用
だ
っ
た
林
業
の
副
産
物
を
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
受
け
入

れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

廃
棄
物
の
処
分
の
在
り
方
を
見

直
し
、
資
源
性
副
産
物
と
し
て

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
循
環
利
用
す

る
べ
く
、
地
域
の
森
林
整
備
活

動
へ
再
投
資
し
て
い
る
点
だ
。

林
業
の
再
生
と
い
う
大
き
な
ビ

ジ
ョ
ン
の
も
と
、
同
社
は
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
型
の
事
業
モ
デ
ル
と
し
て

展
開
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
発
電
の
過
程
で
発

生
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼
副
産

物
（
焼
却
灰
）
を
原
料
に
、
Ｃ

Ｏ
２
を
吸
着
さ
せ
た
環
境
配
慮

型
低
炭
素
骨
材
を
製
造
。
Ｂ
Ｐ

Ｔ
と
坂
内
セ
メ
ン
ト
工
業
所
が

連
携
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

品
に
資
源
循
環
型
の
低
炭
素
骨

材
を
使
用
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。
同
社
で
は
竹
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
に
も
低
炭

素
骨
材
を
適
用
。
性
能
評
価
や

製
造
技
術
の
確
立
を
進
め
て
い

る
。北

角
社
長
は
「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
の
３
つ
の
新
し
い
キ

ー
ワ
ー
ド
で
、
全
国
防
草
ブ
ロ

ッ
ク
工
業
会
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
現
代
版
の
三
方
良
し
を
実

現
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

ブ
ロ
�
ク
と
カ
�
タ
�
が
合
流

新
防
草
ブ
ロ
�
ク
工
業
会
発
足

西尾准教授
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